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２．表現

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない
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１．目標・挑戦

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない

あなたは、目標（もくひょう）に向（むか）って、工夫（くふう）したり、頑張（がんば）ったりしていますか。

子どもたちは、夢や目標に向かって、自ら考え、挑戦しようとする力が育っていると感じる。 

あなたは、自分（じぶん）の思（おも）いや考（かんが）えを、人（ひと）に伝（つた）わるようにていねいに 

伝えていますか。 

お子さんは、自分の思いや考えを、正しく表現したり、相手を傷つけない言葉を選んで表現したりしている。 

子どもたちは、自分の思いや考えを、正しく誤解の無いように表現したり、相手を傷つけない言葉を選んで 

表現したりする力が育っている。 

 

お子さんは、目標をもち、その実現に向けて工夫したり挑戦したりしている。 

子どもたちが、目標をもち、課題解決することができる授業展開となるように校内研究や授業

公開を通し研修を行ったり、行事等を行うようにしてきました。子どもたちは目標に向かって挑戦

していると感じているようです。活動の見通しを明確に伝え、努力の頑張りを認めて価値づけて

いくように努めてまいります。 
 
 
 

自分の思いや考えを表現しやすい雰囲気作りを心がけるところを大事にしながら取り組んで

きました。子どもたちは、クラスに掲示されている「話の聴き方・話し方ステップシート」を基に力

をつけたり、気持ちを伝えるための語彙力を身につけてきていると感じているようです。今後も

適切な言葉を使って自分の思いや考えを表現したり豊かな表現方法を身につけたりすることが

できるように努めていきます。 
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３．協力

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない

あなたは、周（まわ）りの人（ひと）の気持（きも）ちを大切（たいせつ）にし、協力（きょうりょく）しながら生活（せいかつ） 

していますか。 

お子さんは、周囲の人の気持ちを大切にし、協力しながら生活している。 

子どもたちは、自分も人も大切にし、共に考え課題解決に向かって行動する力が育っている。 

子どもたちが、自信をもって日頃の活動に取り組んでいけるように、少人数での活動から段

階を踏んでいけるようにしました。共生＊共育プログラムの取り組みを通して、よりよい人間関係

づくりについて学び合ってきたことが、協力し合っているという実感に繋がっているようです。他

と関わりながら楽しいと感じられる学校づくりに努めてまいります。 
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４．あきらめない心

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない

子どもたちは、困難なことがあってもあきらめず、粘り強く取り組む力が育っている。

お子さんは、苦手なことや困難なことに対して、最後まであきらめずに取り組んでいる。 

あなたは、苦手（にがて）なことや難（むずか）しいことに対（たい）しても最後（さいご）まであきらめずに 

取（と）り組（く）んでいますか。 

授業や行事活動を通して、子どもに応じた課題を設定し、それに向かって挑戦したり、努力

を積み重ねたりできるように指導してきました。また、やり抜こうとする姿勢を積極的に認め、励

ますように指導してきました。今後は、課題の設定を細かくして、達成感を身近に感じられるよう

に指導して行きます。また、今後も、子どもたちのやり抜こうとする姿を積極的に認め、目標に向

かって粘り強く挑戦していく心を育てていきます。 
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６．情報活用能力

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない

あなたは、GIGA 端末を、使（つか）い方（かた）のルールを守（まも）りながら、学習（がくしゅう）の中（なか）

で役立（やくだ）てていますか。 

学校は、GIGA スクール構想への取組を推進し、ICT 機器を適正に活用した情報活用能力の 

育成に努めている。 

私たちは、ICT 機器を適正に活用した授業づくりに取り組んでいる。 

58

33

47

36

47

42

3

15

11

4 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教職員

保護者

児童

５．授業

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない

あなたは、「なぜかな」という疑問（ぎもん）や「もっと知（し）りたい」という思（おも）いをもって、 

学習（がくしゅう）をしていますか。 

お子さんは、学習内容や課題に興味をもち、学習に取り組んでいる。 

私たちは、児童が自ら関心や課題をもち、学習に取り組むよう、授業づくりに努めている。 

3 

子どもたちの実態を適切に把握し、学習で身に付けるべき力はどのようなものか、身に付け

た力がどのように生かされていくのかを確認しながら、授業をするようにしました。学習内容に興

味をもって課題に取り組めている様子がうかがえます。教科間同士のつながりを大切にしなが

ら、主体的に学び互いに高めあっていけるような授業づくりに努めていきます。 
 
 
 

６ 

学年に応じて GIGA 端末を活用した授業づくりに努めてきました。基本的な使い方やローマ

字入力、様々な機能を使った協働学習など、使う場面も増えています。また、週末や長期休業

時に端末を持ち帰ることで、それぞれドリルパークを進めたり、調べ学習などにも役立てたりま

した。今後も情報モラル教育を行いながら活用していきます。 
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８．規範意識

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない
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７．工夫

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない

あなたは、クラスや学年（がくねん）、交流学年（こうりゅうがくねん）の友達（ともだち）と協力（きょうりょく） 

しながら、集会（しゅうかい）や行事（ぎょうじ）などを工夫（くふう）し楽（たの）しんでいますか。 

お子さんには、係・実行委員・学校や学年の行事などの活動を通して、自分で考えたり工夫したりする力や友達と協力す

る力が育っている。 

私たちは、児童がより良い学校生活を送るために、考えたり工夫したりしながら友達と協力して行けるよ

うに支援している。 

0 
子どもたちは、自ら正しいことや良いことを行うとする心が育っている。 

3 14 

2 

あなたは、良（よ）いことか良（よ）くないことか、しっかり考（かんが）えて判断（はんだん）し、正（ただ）しい 
ことを行動（こうどう）していますか。 

お子さんには、自分で考えて良いと思うことを進んで行動したり、良くないことはしない決断をしたりする 
力が育っている。 

コロナ前と同様に、または新しい形でさまざまな教育活動が行えるようになりました。相手意

識を持って、工夫したり、協力したりして活動する姿が、異学年交流・学習発表会・学校公開日

などで見られました。聞き手や参加者の生の反応が達成感に繋がっています。低・中学年の係

や当番などの学級活動の充実が、クラブ活動や委員会活動に繋がっていくように大切に行っ

ていきます。 
 
 
 
 

 規範意識については、道徳・生活科・社会科・特別活動等の授業を通して指導しています。

また、学校や仲間のために自分の力を発揮している姿があれば積極的に認め、励ましてきまし

た。今後は、授業内容を見直し、規範意識を高めていくことに重点をおいて指導していきます。

また、模範的な行動を積極的に認め、励ましていくことを今後も継続して行います。自己有用

感を高めることで、学校や仲間のためになることを進んで行おうとする心を育てていきます。 
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９．生活習慣

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない

あなたは、自分（じぶん）から挨拶（あいさつ）することや時間（じかん）を守（まも）ることなど、約束（やくそく） 

やマナーを守（まも）り、周（まわ）りの人（ひと）のことを考（かんが）えながら生活（せいかつ）していますか。 

お子さんは、進んで挨拶をし、時間・約束・マナーを守って生活していますか。 

私たちは、児童が進んで挨拶をし、時間・約束・マナーを守って生活できるように指導や支援をしている。 

78

64

63

16

30

30

3

3

6

3

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教職員

保護者

児童

１０．学校安全

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない

3 

あなたは、廊下（ろうか）の歩（ある）き方（かた）や、校庭（こうてい）での遊（あそ）び方（かた）、登下校（とうげこう）での交通 

（こうつう）ルールなどを守（まも）り、安全（あんぜん）に気（き）を付（つ）けて生活（せいかつ）していますか。 

学校は、避難訓練、安全教室などの安全教育を推進したり、施設内外の安全確認や対応を行ったりと 

子どもたちの安全・安心を守ることに努めている。 

私たちは、安全教育・防災教育・人権教育の推進により児童の安全・安心を守ることを務めている。 

災害時の訓練（避難・引き渡し）、不審者対応訓練などを行いました。緊急時の対応などの

取り組みを今後も進めていきます。また、必要に応じて「ミマモルメ」を活用し、保護者の方に情

報をお伝えしてきました。地域・保護者・学校が連携し合いながら児童の安全を見守っていける

よう取り組んで参ります。 
 
 
 

生活習慣に関して、望ましい言動があったときには、学級や学年全体で話題にし

て取り上げて褒め、正しい習慣として価値づけるようにしてきました。「明るく挨拶

ができている」と来校者からも言葉をいただけるほどでした。反対に、時間を守れ

ない場面があれば、自分を見つめ直す、よい機会と捉え指導してきました。今後も

学校をあげて、朝会や集会の時刻や授業の時間をまもるなど、積み上げを行ってい

きます。 
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１２．地域との関わり

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない
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１１．家庭

はい、そう思う 少し思う あまりそう思わない そう思わない わからない

５

あなたは、学習していることや頑張っていることなど、学校生活の様子をお家の人に伝えていますか。 

学校は、行事や作品展などの開催、授業参観・公開日、個別懇談や、学校・学年だより、学校Webページ、 
学校説明会や学校報告会などを通して、教育活動の様子が伝わるように努めている。 

私たちは、行事や作品展などの開催、授業参観・公開日、個別懇談や、学校・学年だより、学校 Web ページ、学校説明会や学校 

報告会などを通して、学校教育活動の意義や子どもたちの様子等について家庭や地域に積極的に発信し連携を深めようと努めている。 

あなたは、上作延（かみさくのべ）の地域（ちいき）の良（よ）さを知（し）り、もっと素敵（すてき）な 
地域（ちいき）になるように考（かんが）えたり行動（こうどう）したりしていますか。 

学校は、生活科や総合的な学習の時間などでの地域との関わりや、食育などを通して、地域の良さや 
特色を取り入れた教育活動を行っている。 

私たちは、地域の特徴や人材を生かした教育活動を行っている。 

学校からのお知らせ、学校・学年だより等、必要な情報を学校 Web ページで伝えるようにし
ました。また、緊急性の高いお知らせはミマモルメを通してお伝えしました。保護者の皆様のご
理解とご協力を得て、この伝達方法が定着してきた様に思われます。今後も改善を進め、使い
やすく分かり易いページ作りに努めます。また、授業参観日・学校公開日等の行事において
も、適切な時期や時間等の調整を行います。子どもたちの姿を直にご覧になり、子どもたちと
学校生活について考え、話題にする良い機会にしていただければと考えています。 
 
 
 

11 

今年度から、地域や外部の人材を活用できるようになり、まち探検に出かけたり
地域の方にゲストティーチャーになっていただく学習を行ってきました。実の場や
体験的な活動を通して、地域を好きになり、地域の一員としての自覚をもつ子が増
えてきたように感じます。さらに、参観日や学習発表会に地域の方を招待する学年
も増えてきました。来年度も、この地域の良さを再認識する学習計画を立てていき
ます。 
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